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近年読んだ本の中でもっとも印象深かった

のは、スティーブン・オッペンハイマー著、

仲村明子訳「人類の足跡10万年全史」草思

社、2007である。

本書は、人類の祖先はアフリカ人であり、

それがアフリカを出て世界中に広まったこと

をわかりやすく説明してくれる。

人類の起源はアフリカにあるという説は以前から有力では

あったが、ここ20年来の遺伝子の解析研究によって、はっき

りとした結論が出たのである。レベッカ・キャンらによる

「ミトコンデリア・イブ論文」（1987年）は、約20万年前に

アフリカに生息していたひとりの女性が原生人類の共通の祖

先であることを示唆し、ヨーロッパ人に衝撃を与えた。

アフリカを出て世界中に定住した人類は、その土地の気候や

風土に適応して、体型や顔や肌の色が異なる人種に変わって

きた。

しかし、いままた世界の

人類は大移動を開始し、さ

まざまな人種が一緒に生活

するようになった。これか

らはますます混血が進み、

いつかはもとのひとつの人

類に戻っていくだろう。

人類皆兄弟姉妹、善き哉。

『人類の足跡10万年全史』 草思社

スティーブン・オッペンハイマー著、仲村明子訳

ISBN：9784794216250第2国際所蔵館

「先生の人生や、キャリアのターニングポイントとなった大切な1冊を、これから大学生活をス

タートする新入生または在校生にご紹介ください」という依頼のもと、全10学部から10名の

先生方に、お気に入りの一冊・人生に影響を与えた一冊を紹介していただきました。

普段の授業ではなかなか知ることのない、先生方の素顔や本に係わるエピソードなどが満載で

す。先生方がどんなことを感じているのか、また学生のみなさんと同じ年齢の頃に何を感じ

たか―今、学生生活を送るみなさんへの温かいメッセージが詰まっています。

学生のみなさんと本、また図書館を結び付けるものになることを願っています。

こちらに紹介した本は、東洋大学図書館で借りることができます。ぜひ手にとってみ

てください。

本の配架場所などは、OPACで検索できます。
また所蔵館以外のキャンパスからも、OPACで予約し、本を取り寄せることができます。
詳細は、図書館活用ガイドNo.2『資料の探し方　OPACを使おう！』と

図書館活用ガイドNo.3『資料を予約しよう！図書館の賢い利用法』にて。

大森　　正
オオモリ　タダシ

文学部教育学科　教授

著書、論文、研究テーマ等

著書：「教育研究入門」

「新しい社会・地歴・

公民の教育」

など
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友達作りが苦手で、自分から積極的にコミュニ
ケーションをとれないような学生が増えているら
しい。本当にそのような傾向があるのかはよく分
からないが、引っ込み思案で非常におとなしい学
生が、キャンパス内で一人ポツンとしているのを
見かけると、それで寂しくないのか、と心配にな
る。しかし、たとえ対人関係が上手くいかなくて
友達が一人もいないとしても、本人がちっとも苦
に思っていないのなら、この先も何とか生きてい

ければいいわけで、私の心配は余計なお世話なのかもしれない。
本書では、人を「人間嫌い系」と「つるみ系」の二種類のタイプに分

けている。人間嫌いとは、「決して人間そのものが嫌いなわけではない」
のだが「団体行動が苦手」で「世間一般の多数意見に異議を唱えたり、
みんなが多数決で決めたことに従わない人々」であり、一方、つるみ系

は、「団体行動が好きでたまらない連中」、「誰かとつるんでいないと不
安になる」人々としている。友達作りが苦手だったり世渡りが下手だ
ったりするのは無論、人間嫌い系であるが、「人間嫌いはモラリスト」、
「自分の信念を押し通す人間」として著者は高く評価しており、森鏗
外などの著名な文士のエピソ
ードを交えながら、ユーモア
のある文章で綴られている。
「友達がいないと不便かもし
れないが、別に恥ずかしくは
ない。恥ずべきは自分がいな
いこと」とある。友達がいな
いからといって劣等感や罪悪
感を持つことはないし、「ただ
調子を合わせて仲のいいふり」
をし合う必要もない。最近、
人間関係で疲れや行き詰まり
を感じている人にお薦めの一
冊である。

『「人間嫌い」の言い分』長山靖生 著 光文社新書

ISBN：9784334032739白 山所蔵館

私の人生を変えた一冊。
本との付き合いは長いから、影響を受けた
名著は数知れない。だが、人生に重大な影響
を及ぼした書物を選ぶとなれば限られてくる。
一冊となるとなおさらそうで、エイヤーの気
合で選ぶしかない。大学二年で読んだ永井陽
之助『政治意識の研究』あたりか。

時期まで覚えているのは訳がある。学年末試験の直前に出て、
読み耽って勉強を怠ったからだ。総じて学業成績の芳しくない
私だが、この時が最悪で、原因の一端はこの本だ。
学生新聞の編集に忙しく、真面目に講義に出ておらず、試験
の直前が勝負だった。岩波書店から出たこの本は高価で、買う
のを控えさえすればよかったのだが、買ってしまった。予感が

あったが、案の定、坂を転げ落ちるような結果となった。しょせ
ん学校秀才とは別の途を歩んでいたが、ここでまた一つ外れた。
永井氏の著作はレトリックが魅力で、難しいものを有難がる
当時の学生気質にもあって
いた。後年は高坂正堯氏の
ような淡々とした記述を好
むようになったが、当時は
永井流にしびれていた。『平
和の代償』（中央公論社）も
読んでいたが、『政治意識』
の方が自分の関心にもあっ
ていて、強い影響を受けた。
その頃は新聞記者を志望し
ていたが、学者の道も考え
る契機となった。いろいろ
私の人生に影を落としてい
る一冊だ。

『政治意識の研究』永井陽之助　著 岩波書店

ISBN：なし （品切れ・重版未定）板倉保存書庫川 越所蔵館

「坂の上の雲：明治期における群像の評価を
変えさせた本」
私は自他共に認める（？）司馬遼太郎の大フ
ァンの一人です。今迄に60作品程読みました
が（もっとも8割方は学生時代に読んだので
すが）、いまでも記憶に鮮明に残っているもの
の一つが「坂の上の雲」です。この作品には
日露戦争に限らず、幕末から日露戦争にいた

る多くの志士、軍人、政治家達の群像が描かれています。
この作品を読んで非常に感銘を受けたのは、日露戦争当時に
出てくる軍人及び政治家達の思考及び行動です。彼らはまさに
この作品の冒頭に出てくる「まことに小さな国」であることを
正確に認識できていたからこそ、ロシアとの戦いで大きな勝利

を得ることは望むべくもなく、良くて5分5分そこを何とか作
戦の妙で6分4分の形に持ってゆき、そこでアメリカのルーズ
ベェルト大統領の仲介でロシアとの講和条約を結ぶという、い
わば出口戦略を戦を始める前から考えていました。まさに弱小
国ゆえの用意周到な戦略で
す。
最後に、最近読んだ本で
日露戦争を実行するための
借金を返済し終わったのは
1980年であると知り、ドイ
ツの軍人クラウゼヴィッツ
は「戦争とは他の手段をもっ
てする政治の継続である。」
と述べているが、戦争は非
常に高くつく政治であるこ
とを我々は肝に銘じておか
ねばならないのです。

『坂の上の雲』司馬遼太郎　著 文藝春秋

ISBN：9784117105711ほか（全8巻）白 山所蔵館

加藤　秀治郎
カトウ　シュウジロウ

法学部法律学科　教授
著書、論文、研究テーマ等

単著は『日本政治の座標軸』
『日本の選挙』『政治学』『政治学
入門』『戦後ドイツの政党制』『ド
イツの政治・日本の政治』『憲法
改革の政治学』ほか。編著に『国
際政治の基礎知識』『日本の安全
保障と憲法』『ダーレンドルフ政
治・社会論集』『選挙制度の思想
と理論』『憲法改革の構想』『西欧
比較政治』『政治社会学』ほか。

里吉　清隆
サトヨシ　キヨタカ

経営学部会計ファイナンス学科 准教授
著書、論文、研究テーマ等
「期待収益率スイッチング・モデルに
よる日経225オプションの実証研究」（共
著）『産業経営研究』第29号、日本大学
経済学部産業経営研究所、2007年3月
「マルコフ・スイッチングGARCH
モデルによるボラティリティの予測―
Realized Volatilityを用いたモデル比
較 ―」『経済研究』第58巻第4号、一
橋大学経済研究所、2007年10月　他

菊池　正佳
キクチ　マサヨシ

経済学部経済学科 准教授
著書、論文、研究テーマ等
現在主として空間統計学の
分野を研究。
The Size-adjusted Critical
Region of Morans I Test
Statistics for Spatial
Autocorrelation and Its
Application to Geographical
Areas （with Terui）
（Geographical Analysis）
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「私をスキーに連れてって」という映画をみ

て、いまから20年前の大学生の多くは、ゲ

レンデに殺到したものでした（？）。そんな映

画の宣伝効果が、今と比べものにならないほ

ど大きかった昔、「天は我々を見放した」と

いう台詞で一世を風靡した映画「八甲田山」

が放映されましたが、その原作が、本稿で紹

介する「八甲田山　死の彷徨」です。

極寒の中の軍事訓練として、冬季の八甲田山をたまたま同

じ時期に行軍した青森、弘前の2隊は全く異なった結末をむ

かえます。

高校生で、運動部の部長をしていた私に対して、グループ

のリーダーの姿勢、責任、そして、生と死、といった重い事

柄を投げかけた作品でした。時代が変わり、車で容易に訪問

できる現在、夏季に訪れると広大な山麓、緑深い地に遭難慰

霊碑があり、多くの方がなくなったことなど想像もできない

ようなのどかさを、真っ青

に広がる空とともに感じる

ことができます。

新田次郎氏は、この他に

も、困難を極めた北アルプ

スへの三角点の設置を描写

した「剱岳点の記」や未踏

の頂を踏破する「槍ヶ岳開

山」など、山岳作品を多く

執筆され、山好きの人にと

っては一読の価値があると

思います。

『八甲田山 死の彷徨』新田次郎　著 新潮社

ISBN：9784101122144白 山所蔵館

今回、突然の原稿依頼を受けて、さてど
のような内容にするか少し考えた。どうせ
書くなら今、就活に向けてエントリーシー
トなどに自分で考えた文章を書いている皆
さんに向けた推薦本を紹介しようと思いま
す。
私が皆さんに紹介するのは、木村治美さ
んの「エッセイを書きたいあなたに」（文藝

春秋　刊）という本です。この本との出会いは、今から13
年ほど前、私が東洋大学の「サティア」という刊行誌に
2000字の原稿依頼を受けた時にさかのぼります。当時、私は、
3年間のアメリカ留学から帰国して東洋大学に赴任したばか

りの新任教員でした。私には、一般向けに原稿を書いた経験
もなく、漠然とは原稿を書くことができると思いましたが、
何か文章を書く指針となるものはないものかと思案していま
した。そんなときにアメリ
カ留学時代に知り合った翻
訳家兼ライターの友人が薦
めてくれたのがこの本でし
た。内容は、エッセイスト
である著者の長年の経験を
もとにして、いかに他人に
伝わりやすい文章を書くか
を紹介しています。エッセ
イを書く人向けではあるの
ですが、レポートやエント
リーシートなどの文章を書
く必要がある学生にとっ
て、とても参考になる一冊
です。

『エッセイを書きたいあなたに』 文藝春秋

木村治美　著

ISBN：4163438807板 倉白 山所蔵館

ご存じのように151号にも著書紹介がさ

れている見田宗介先生のペンネームによる

著名な1冊です。当時、社会学にも関心の

あったわたしは、まだその頃の時代の風潮

もあり、社会改革や社会改善についていろ

いろと考えていました。視覚障がい者の読

書のため点字を打つサークルに所属していましたが、サー

クルでも障がいのある方たちとの共生のあり方、それぞれ

が互いに尊重され、みなが社会の一員として対等に交流を

持ちつつ共に生きていくという理想に向けてさまざまな議

論がなされました。本のなかに取り上げられているあじさ

い村にもサークル・メンバーを中心に訪ねていったりしま

した。当時の社会認識に基づいてコミューン的なコミュニ

ティを拠点的に形成していくということが十分広がりを得

なかった感がありますが、それでもコミュニティの再生に

向けて21世紀も模索が続

けられています。このよ

うなときに、どのような

人間の生き方、社会関係

の持ち方、社会のあり方

などを探っていくか、オ

ルタナティブな発想とい

うのを持ち得るのだとい

う思考スタイルを形成す

る1つの出発点にもなり得

る1冊だと思います。

『気流の鳴る音』真木悠介　著 筑摩書房

ISBN：なし板倉保存書庫朝 霞所蔵館

北村　英哉
キタムラ　ヒデヤ

社会学部社会心理学科 教授
著書、論文、研究テーマ等

「よくわかる社会心理学」（ミ
ネルヴァ書房・共編）、「なぜ心
理学をするのか」（北大路書房）、
「感情研究の新展開」（ナカニシ
ヤ出版・共編）、「認知と感情」
（ナカニシヤ出版）他、社会的認
知と感情の研究を行っている。

古屋　秀樹
フルヤ　ヒデキ

国際地域学部国際観光学科　教授
著書、論文、研究テーマ等

古屋秀樹：旅行満足度の構造
分析、第 41 回土木計画学研
究・講演集、2010.11 
古屋秀樹：マルチエージェン
トシミュレーションによる観光
情報伝幡の基礎的研究、日本観
光研究学会全国大会研究発表論
文、2009.11 他

伊藤　政博
イトウ　マサヒロ

生命科学部生命科学科　教授
著書、論文、研究テーマ等
・ Mutaions alter the sodium versus
proton use of a Bacillus clasuii flagellar
motor and confer dual ion use on Bacillus
subtilis motors. Proc. Natl. Acad. Sci.
USA,105（38）,14359-14364（2008）
・Single Gene Deletions of mrpA-G and
mrpE Point Mutations Affect Activity of
the Mrp Na＋ /H＋ Antiporter of
Alkaliphilic Bacillus and Formation of
Hetero-Oligomeric Mrp Complexes.
Journal of Bacteriology,190（12）,4162-4172
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人生にきっと役立つ一冊
私がティナ・シーリグ著「20歳のときに知ってお

きたかったこと」（原題What I wish I knew when I
was 20）を読んだのは今から半年ほど前のことです。
この書は著者がスタンフォード大学で担当している
講座の内容を中心としてまとめられていて、起業家
精神とイノベーションを教えるためのものです。タ
イトルの通り、20歳頃のこれから社会で活躍するべ

き人に向けた内容です。
起業という観点からは、日米間にはもちろん文化の違いがあります

から、この書の内容を我々が日本でそのまままねることはできないでし
ょうが、この書で言うところの起業家精神は、新しいものを生み出すた

めや人生でチャンスを生かすための考え方として多くの示唆を与えてく
れます。また、精神を養うという内容であっても、ありきたりの「言う
は易く行うは難し」の話ではなく、大学で学生に実際に行った具体例が
豊富に述べられています。です
から、学生の立場からは自分の
これからの人生に対する考え方
として読めるでしょう。そして、
教員の立場からは、普段の講義
の中でどのようにして学生さん
に考えてもらうか、その事例を
知ることができます。
学生諸君、毎日が何となく流

れているように感じているなら
ば、この本はきっと考えること
へのわくわく感を与えてくれま
す。そして、楽しく考えるため
のヒントを教えてくれるでしょ
う。

『20歳のときに知っておきたかったこと』
ティナ・シーリグ　著 阪急コミュニケーションズ

ISBN：9784484101019川 越所蔵館

ぼくの暮らし方、人との関わり、仕事のし
かた、考え方、感じ方、おそらくぼくのすべ
てに、計り知れない驚きと喜びと、勇気づけ
をプレゼントしてくれたのは、アメリカの臨
床心理学者Carl R. Rogers（カール・ロジャ
ーズ）だ。とりわけ、彼の『クライアント中
心療法』は、ぼくの後半生にとって、きっと
いつも、いつでも、導きの星になっていると

思う。ぼくはこの本から、どんな人間にも、たとえそれが
「病的」だとか、「異常」と呼ばれても、不可侵の個性があり、
誰にも、個性をないがしろにする権利などない、むしろ、ひ
とたびこの世に生を受けた個人は、その生命をまっとうすべ

く、その個性が尊重されな
ければならない、という強
いメッセージを、心臓のど
真ん中で、受け止めた。人
間の研究者として、教員と
して、夫として、そして何
よりもぼくとして、どうや
ってこの、愚劣で滑稽にし
か感じられない世界を、よ
り平穏で、より安らかなも
のに変えていけるのか、そ
れを、ロジャーズは、その
謙虚で暖かさに満ちた著作
で、ぼくに伝えている。ぼ
くはロジャーズを、繰り返
し繰り返し、読んでいる。

『クライアント中心療法』 岩崎学術出版社

カール・ロジャーズ　著

ISBN：9784753305056白 山川 越所蔵館

本書は、秀吉の朝鮮出兵時に捕えられ、
日本に連行された朝鮮人の陶工一族の悲哀
を、司馬遼太郎がしっとりと綴った物語で
す。実在する主人公は、名を沈寿官、日本
に移り住んで400年余り、薩摩藩によって
礼遇され、すでに14代を数えます。誰より
も薩摩人らしいといわれるほど、その地に
溶け込むものの、幾重に年輪を重ねても故

郷への想いは色褪せず、今なお朝鮮式の名前を守り、祖国
の神を奉じています。
私がこの本に出会ったのは大学2年の時。卒業後、大学
院は奇しくもソウル大学に進みました。物語にも沈寿官氏
がソウル大学で講演するくだりがあります。36年間に及ぶ
日本の植民地支配を強く非難する学生たちを前に彼は語り

ました。
「あなた方が三十六年をいうなら、（中略）私は三百七十
年をいわねばならぬ」
両国の歴史に翻弄され続けた彼のみが語ることを許され
る言葉です。返礼に歌う学生達の大合唱の前で、彼は身を
ふるわせて立ちつくしました。
この物語は、朝鮮陶工た
ちの異国の地での数世代
に渡る数奇な運命を通し
て、故郷とは何か、民族
とは何かという問いを
我々に投げかけます。
それまで、政治や社会問
題としてしか自分の目に
映らなかった日韓の歴史
が、浪漫という輝きを放
つようになったきっかけ
もこの一冊です。

『故郷忘じがたく候』司馬遼太郎 著 文藝春秋

ISBN：4163005803朝 霞所蔵館

木内　　明
キウチ　アキラ

ライフデザイン学部
健康スポーツ学科　准教授
著書、論文、研究テーマ等
「韓国語ハンドブック」（PHP研究所）
「よくわかる韓国語」（ナツメ出版）
「今すぐ話せる韓国語」（東進スクール）
「基礎から学ぶ韓国語」（国書刊行会）
など

木本　伊彦
キモト　タダヒコ

理工学部電気電子情報工学科　教授
著書、論文、研究テーマ等
・著書・論文“フラクタル画像符
号化のスケーリングパラメータ計
算量削減”芸術科学会論文誌，
Vol.1, No.1, pp.64-73 （2002）.
“EPI上の対応点軌跡を用いた適
応フィルタによる光線空間データ
補間”映像情報メディア学会誌，
Vol.56, No.8, pp.1321-1327（2002）
・最近の研究テーマ　モバイル情
報メディア

石原　次郎
イシハラ　ジロウ

総合情報学部総合情報学科　教授
著書、論文、研究テーマ等
石原次郎／熊坂亮：フォントの違いに
よるイメージの伝達効果　独語独文学
研究年報29，25-40（2002） 石原次
郎：かな表記の違いによるイメージ伝
達効果　独語独文学研究年報31，13-
29（2004）
研究テーマ：感覚と感情が、ヒトだけ
ではなく、生物全般のもっとも大切な
働きである、という視点から、身体性、
脳の役割、知識と呼ばれる感情、感
覚／感情と暮らし、感覚／感情的な健
康、文化活動、さらには芸術活動にま
で、およそ感覚と感情が関係するすべ
ての分野に首を突っ込んでいます。
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『稲生物怪録』巻子本三巻

書名は『国書総目録』によれば「いのうぶっかいろく」。「いのうもののけろく」の名もある。本学蔵本の原の箱題
簽には「四十六番西州ノ住生稲〈注、振仮名「イケイネ」〉武大夫妖怪ニ出逢勇氣之図」とある。各巻巻頭茶色無地
の巻子本三巻で紙高26.6㎝、長さ12m余。江戸時代中期の寛延2年（1749）7月に、16歳の備後三次藩士、生稲武太
夫（稚名、平太郎）が実体験した怪異が描かれている。原本は柏生甫（未詳）が筆記したと伝えられる。本学蔵本の
成立時期は不明であるが、江戸時代後期（1800年代）と推定する。なお、本学蔵本にはないが国学者平田篤胤による
文化3年（1806）の序文を持つものもある。物語の粗筋は、寛延年中、16歳の平太郎の屋敷に30日間連続して様々な
化け物が出現するが、彼はこれらをことごとく退治したので、最後には魔王の山本五郎左衛門から勇気を称えられる、
というもの。絵は全部で42図。平太郎と対決する化け物が描かれている。鮮ではあるが落ち着いた色彩の絵は細部ま
で丁寧に描かれており、地方武家の日常の一端も垣間見られ興味深い。
巻末の1図は五郎左衛門を載せた乗り物（駕籠）を化け物たちが担いで
天中に消えてゆく、という「百鬼夜行図」の末尾を想わせる絵柄である。
文章も伝統的な美しい書体で書かれており、絵と併せてこの絵巻の成立
の確かさを窺うことができる。近世の百物語流行に乗った怪異物絵巻の
一環として捉えられよう。他の現存諸本と比較することが肝要と思われ
る。なお、稲生家の子孫は現在も広島市に在住、本絵巻の原本も三次市
の歴史民俗資料館で管理されているとのことである。

必見！ 貴重資料紹介

『稲生物怪録』巻子本三巻

中山 尚夫　ナカヤマ　ヒサオ
文学部日本文学文化学科　教授
著書、論文、研究テーマ等

近世の散文。狂歌。殊に浮世草子、江戸文学
（中でも十返舎一九）、狂歌が主たる研究テーマ。
『十返舎一九研究』〈おうふう〉、『十返舎一九
集』（1-11）〈古典文庫〉他

こちらで紹介した『稲生物怪録』などの貴重資料を使ったブックカバー（文庫本サイズ）ができました！
東洋大学図書館ホームページwww.toyo.ac.jp/libraryよりダウンロードが可能です。印刷してご利用ください。
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レポート・卒論に役立つ 
データベース・・ 

電子ジャーナルの活用法 

先生が語る！ 大学では様々なジャンルのデータベースや電子ジャーナルを契約しており、図書館のホームページ
上のリンク（http://www.toyo.ac.jp/library/db/db-list_j.html）からアクセスできます。学内
であれば図書館以外のPC教室などのパソコンからもアクセス可能。調べものや新聞チェック
（過去も検索可能！）に便利です。
その中からあらゆる学部・学問分野に共通して利用できるものを、2人の先生にご紹介いただ

きました。

詳細は、図書館活用ガイド No. 6『迷わずサクッと！　新聞記事の探し方』
No. 9『論文や雑誌記事を検索しよう！MAGAZINEPLUS／CiNiiの使い方』
No.10『検索カンタン！！　電子ジャーナルを読もう！』
No.11『WEBで簡単！データベースに挑戦！』に載っています。
※図書館内のラックにて入手またはホームページからダウンロードできます。

このほかにも、いろいろな種類のデータベースと、電子ジャーナルが利用できます。

図書館とはどんな所だろうか？　本がたくさん所蔵されている場
所、確かに正解ではあるけれど、豊富なデータベースや電子ジャー
ナルが利用できる施設でもある。
レポート作成や調べごと、さらには卒業論文をまとめる際に自分

の考えや調査結果を示す必要がある。しかし、その内容についてす
でに考察や研究が行われていることが多い。
先行研究は書籍や雑誌を用いて確認することになるが、特に雑誌

については、さまざまな種類がある上、毎月・毎年といったペースで刊
行されているため、網羅・把握することはとても大変なことである。
そこで、便利なデータベースとして、MAGAZINEPLUSとCiNiiが

ある。それぞれの特徴は細かく触れられないが、さまざまな検索方
法によって、調べている内容に関する論文などを探し出すことがで
きる。例えば、「ローマ字」（ここでは「羅馬字」は含めない）とい
うキーワードで検索すると、MAGAZINEPLUSは995件、CiNiiでは
1,032件がヒットする（2010/12/17現在）。双方に収録されるものも
あるが、重ならないものもある。また、CiNiiにはPDF化された論
文も挙げられている。
大切なのは、双方のデータベースをうまく組み合わせて利用でき

るかということである。PDF化されている論文ばかりを参考文献と
して扱うレポートも目にするが、これでは手抜きと言われても仕方
がない。そこで、PDF化されていない論文については、まず本学の
図書館で所蔵されているかどうかを調べることになる。本学の図書
館にない場合でも、頼りになるのが文献複写サービスで、ネット上
から論文を取り寄せることができる。時には協定大学などをはじめ、
参照したい雑誌を所蔵する他大学の図書館に足を運んでみることも
楽しいものである。
データベースを利用するに当たり、是非覚えておきたいこととし

て、示された情報はピンポイントに過ぎるということである。時間
をかけて、紙媒体を一頁ごと繰っていくことで思いもかけない論文
に出会うこともままある。
一つの方法にかたよることなく、複数の方法を組み合わせて、状

況に応じて最善の選択ができるようになることがとても大切であ
る。後回しにする理由は何もない、早速、図書館ガイダンスに参加
してみよう。

データベース（MAGAZINEPLUSとCiNii）の活用法

木 村　　一　キムラ　ハジメ
文学部日本文学文化学科　准教授
著書、論文、研究テーマ等
共　編　著：『図説　日本の辞書』（おうふう　2008 共著）

『みんなの日本語事典』（明治書院　2009 共編）
『日本語概説』（朝倉書店　2010 共著）など

論　　　文：「『訳通類略』について－対訳辞書にみることばの消長－」
『言語変化の分析と理論』（おうふう　2011）ほか

研究テーマ：近世・近代の日本語

―卒業研究や大学院における研究のレベルアップに―
2011年1月よりWiley社が発行している雑誌が従来のElsevier

社、 Springer社などに加え学内のパソコンから見られるようにな
りました。これにより、世界で発行されている文系および理系の
学術雑誌のかなりの部分を読むことができるすばらしい環境が整
いました。今や、雑誌が書棚や書庫にぎっしり詰まっている図書
館がすばらしい図書館であるという時代は終わりました。学内の
パソコンから世界中で発信される学術的情報が容易に手に入れら
れる時代になりました。
グローバルな最先端の情報の収集と発信は英語で行われます。

政治、経済そして文化すべてがグローバル化の時代に、世界に発
信したい重要な情報は文系、理系を問わず英語で書かれています。
今や、英語で書かれた論文やレポートを読まなければ、最新の重
要な情報を得ることができません。最初は何回も辞書を引かなけ
ればならず、読むのが大変かも知れません。しかし、情報は小説
などと違い正確に伝えられることが第一です。そのため、文章の
構成はシンプルなので、見慣れない専門用語にさえ慣れれば、す
らすらと読めるようになります。
容易に世界中の大量の情報が得られることはすばらしいことで

すが、その安直さゆえの危険さも潜んでいます。受け取り側が、
重要で正しい情報なのかを判断して選択しなければなりません。
しっかり情報を読み込んで内容を判断し、重要な情報を選別して
研究に役立てる必要があ
ります。
卒業論文を頑張ってい

る学部4年生そして研究に
まい進している大学院生
の皆さんには、電子ジャ
ーナル・データベースを
おおいに活用して、内容
の充実した研究論文を書
き上げて頂きたいと願っ
ております。

電子ジャーナル（Wiley）の活用法

川瀬　義矩　カワセ　ヨシノリ
理工学部応用化学科　教授
著書、論文、研究テーマ等
・著書・論文

バイオリアクター、重合反応装置などに関連する論文を海外の技術雑
誌に約200編発表
「生物反応工学の基礎」（化学工業社　1993）
「環境問題を解く化学工学」（化学工業社　2001）
「Excelで学ぶ化学工学」（化学工業社　2005）
「水の役割と機能化」（工業調査会　2007）
「はじめての脱臭技術」（東京電機大学出版局　2011）
「Excelで解く水処理技術」（東京電機大学出版局　2011）
・最近の研究テーマ

バイオリアクター、重合反応器などのリアクターデザインおよび環境
関連プロセスの設計



新副館長紹介＆「私の大切な一冊」
2011年4月より、川越、朝霞、板倉図書館の副館長に就任した3名の先生をご紹介します。また、本号メイン企画
とリンクして、先生の人生や、キャリアのターニングポイントとなった大切な1冊を紹介していただきました。

縁あってもう一期副館長を務めることになりました。よろ
しくお願いいたします。2年前の就任の挨拶で、「大学の往き
帰りに娯楽小説を読んでいる」と書きました。それらもお薦
めではありますが、ここでは、「大切な一冊」ということで、
トルストイの民話集を挙げたいと思います。
岩波文庫から「人はなんで生きるか　他四篇」「イワンのば
か　他八篇」の2冊が出ています。子供の頃、「イワンのばか」

などは読まれた方も多いと思いますが、大人に
なって読んでみると単なる童話とは趣を異にす
るものであることに気がつくと思います。私が
初めて読んだのも二十歳過ぎの頃でした。トル
ストイは大作家で、晩年のこれらの作品群も既
に評価の定まったもの（ロマン・ロランは「芸
術以上の芸術」と評しています）であって、私
が敢えてどうこう言うものではありませんが、
宗教色が強すぎる作品もあるものの、それを超
えて現代の我々にも通じるもっと普遍的な何か
がそこには書かれているように思います。どれ
も短篇で読みやすいものばかりですし、剣の達
人が世にはびこる悪人ばらをばったばったと薙
ぎ倒すのも痛快ですが、穏やかな気持ちになれ
るこういう作品も時にはよいかと思います。

川越図書館副館長 任期2011年4月～2013年3月※再任

田村善昭 タムラヨシアキ 総合情報学部総合情報学科　教授

朝霞の副館長をさせて頂くことになった、人間環境デザイン学科
の内田祥士と申します。大学の図書館というのは、従来より、必要
な書籍や資料を検索し調べたり読んだりする所であると同時に、
学生諸君の大切な自習室でした。近年は、インターネットの充実で、
後者の機能の充実が、より重要視される様になっています。私も、
何か出来ればと思っています。
私の専門は建築です。そのせいか、文系、特に経済学とは縁が

なく、寧ろあまり好きな分野ではありませんでした。
しかし、これは、一種の食わず嫌いで、何処かで興味
を持っていたのではないかと思います。その証拠
に、この本、杉本栄一著「近代経済学の解明」（岩波
文庫）を読んだ後、暫く経済書を読みあさった記憶
があります。当時、書店に並んでいた岩波文庫の
白帯で、日本人の著作は、確かこれ一冊で、それが
気になって手に取ったものでした。些かロマンチッ
クな出会いですが、そんな経緯で、この名著と出
会った次第です。マーシャルが、経済とは、近代
に於いては、不可逆的で巨視的動態的不均衡な状
態にあることを明らかにするくだりは圧巻でした。
では、読んだ事がどんな転機になったかと言わ
れると、中々説明しがたいところですが、余り経
済的な事柄に捕われずに考える様になったという
事ではないかと思っています。

朝霞図書館副館長 任期2011年4月～2013年3月

内田祥士 ウチダヨシオ　ライフデザイン学部人間環境デザイン学科 教授

近年、図書館に行って研究分野の最新情報を集め
ることが少なくなり、研究室でのインターネットに

よる情報検索が主流になっています。とくに、生命科学分野では、
研究のスピードが速く、毎月出版される各種の研究ジャーナルだけ
では世界の研究の進捗状況を知るには不十分です。では、図書館は
もう必要なくなるのでしょうか。それどころか、私は図書館が情報
を発信できる機能を持つべきであると思います。例えば、研究論文
の作成ルームを設置して、そこで研究論文やレポートなどを作成し、
インターネットによる論文の提出や投稿を可能にすることです。

これにより、図書館にある書籍の参照と、インター
ネットによる情報検索が同時にできます。図書館が
情報を保管する場だけでなく、情報を発信する場に
変身してはどうでしょうか。
最近、私はゾルタン・オヴァリーの自伝である

「免疫学の巨人　7つの国籍を持った男の物語」多田
富雄訳を読みました。ゾルタンは医師で、かつ免疫
学の研究者で、彼によりアレルギー現象の基礎が解
明されました。彼の偉大さは、研究だけでなく、歴
史、絵画、音楽に関する博識など、全人的な教養を
もって人生を生き抜いたことです。さらに、90歳
を過ぎても1週間に7日も研究を続ける超人的な気
力にも驚かされます。この本は私たちに勇気と希望
を与えてくれます。
教養の本質は「知」であり、図書館を全人的な教
養を身につける場の一つとして活用してください。

板倉図書館副館長 任期2011年4月～2013年3月

清水範夫 シミズノリオ 生命科学部生命科学科　教授

東洋大学図書館ニュース・コスモス ２０１１ No.１５２ ２０１１年４月１日発行
編　集：図書館広報運用部会　　　発行人：宮内　敦夫
発行所：東洋大学附属図書館　東京都文京区白山５‐２８‐２０

『人はなんで生きるか　他四篇：トルストイ民話集』
中村白葉訳　　岩波書店

ISBN：4003261917

『イワンのばか　他八篇：トルストイ民話集』
中村白葉訳　　岩波書店

ISBN：4003261925朝 霞白 山所蔵館

朝 霞白 山所蔵館

『近代経済学の解明〈上〉第1巻その系譜と現代的評価』
杉本栄一　著　　岩波書店

ISBN：4003414918

『近代経済学の解明〈下〉第2巻現代的主潮流と新展開』
杉本栄一　著　　岩波書店

ISBN：4003414926朝 霞白 山所蔵館

朝 霞白 山所蔵館

著書、論文、

研究テーマ等

著書・論文

『流れのコンピュ

ータグラフィック

ス』朝倉書店

『シミュレーショ

ンの思想』東京大

学出版会

最近の研究テーマ

流体の数値計算

法、可視化

著書、論文、

研究テーマ等

建築作品
東洋大学ライフデ
ザイン学部人間環
境デザイン学科実
験工房棟 平成20
年度 BELCA 賞
共同受賞　他

著書
『東照宮の近代
―都市としての
陽明門―』

著書、論文、

研究テーマ等

研究領域
再生医科学、神経
化学、生物化学工
学

論文
Stimulation of
neuronal neurite
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